
▲【図２－３】段階ごとのコストマネジメント(ＣＭ)
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▲【図２－２】前倒しの検討とＢＩＭ利用による相乗効果
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【図１－１】各社の強みを活かした業務実施体制のイメージ
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設計と施工を一してษけᆟうȌリǮトをภかした実施体制について 【様式1�号】

南青山二丁目のௗと未来をつなƇるプロジェクトチーム
～設計施工の強みを活かし、地ଭとຳ合で業ኃを推進します～１

項目

２

業ኃጨ行期間中に、災害や事が発ภした場合に、どのように実施体制を維持、継続していくか、応࣍体制などについて

२ೂの強みを活かした業ኃ実施体制

設計からࣅঌに工事に入るためのᯊ密な৫業間連携と情報共有

災害・事発ภ時の迅速な連ጛ体制 様々な状況に対応した事業継続計画

　地域の意見・要望への迅速な対応
　感染൵対策
　を徹底した
　現場体制
　日の災害

　自然災害のの確認・連ጛ体制

　大規ኟ災害に対する事業継続計画

迅速に対応ई能なગ਼時連ጛ体制

図１－３】緊急時連絡体制のイメージ
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【図１－２】実施設計から円滑に工事に入るためのワークフロー
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ျউ႞ೄが要望の窓口となり、要望を一ଭ化しプロジェクトをけǈࢂ

୰共ଔཝに特化した｢設計チーム｣と地の利を活かす｢施工チーム｣

業ኃጨ行期間中の全体工࿘ᅳをఐ、ƒの必要と考えられる項目をれなくఐ 【様式1�号(1/�)】

計画地周辺の道路や交差点のᆳ員့の周辺環境を၃まえ、安全安心に配慮され、かつၤ自のਙടや૪ଫをいかした合理的な施工方法を工事の進ྜྷ段ॎごとにఐ　近隣で行われているଔཝ工事との調整方法について 【様式1�号(2/�)】

道路使用にᄔう近隣住民との調整及びళാとの協議の具体的な内ዴについて 【様式1�号(�/�)】

設計・施工一体制による高ยဗな進ྜྷ管理 ～目的が明確な定期会議とኚ密な進ྜྷ管理により、事業を効ጴ的かつࣅঌに進めます～

３ 南青山二丁目の地域環境・道路・特ඞଉに適応した工事計画 ～６ħႩ間თった港区内施工実による૪ଫと最新ਙടをいかした安全安心・合理的な施工方法を提案します～

４ 地域の道路特性をഝཐした工事計画 　～地域の交通状況を徹底的に調査、地域の交通安全と交通ഐに考慮します～

▲【図２－１】定期的な各種会議と会議内容

定期的な会議で課題と進ྜྷ状況を港区と共有

要望ゆ要求水മゆ進ྜྷゆ課題をຎද的に管理・進行

事業全体工࿘を意識したりのない進ྜྷ管理 段ॎごとのコスト管理により、अ६を抑え、
अ値の高い施設ଔ設を実現

実施設計から設計・施工チームが連携、３ଭを活用した工࿘管理と高ยဗなコストマネジȌント

事業スǜジュール：港区と地域の要望・ඞଉ整理に十分期間を確保した上で設計を１かଈ༽ച、工事は合理的な工事計画により２かଈച減

スǱǮプ❶(ဘ工事) スǱǮプ❷(ৰຉ体工事) スǱǮプ❸(地上体工事～内外装工事) スǱǮプ❹(外構工事)

計画地の特性に考慮した合理的な施工計画、ဪ໊ビル工事との連携により地域交通に支ඏがでない施工体制
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ੵあいな面道路の事防止対策

地域の交通特性と安全性を追求した工事計画と周辺工事の連携

ວ期からళാ及びೄと協議を開ౡ

一方通行ਲ਼ຼの最少化とਲ਼ຼ時の安全な工事計画

一方通行ਲ਼ຼする車ፊの最少化

大型特車ፊの༊削減

ਲ਼ຼ時の交通事防止の徹底

交差点の安全管理体制と車ፊ฿検討

図４－４】一方通行逆走を予定している大型車両（４つの工程）のイメージ
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南青山二丁目の
  今と未来をつなぐ

設計・施工業ኃ実施体制、設計・施工計画 ダイジェスト版（1/2）



地域住民からの要望事項（５項目）をどのような進め方で実現していくのか、具体的な提案について 【様式20号】 【様式21号】

南青山二丁目の調和と継続的発展に寄与する施設づくり
～地域や港区の想いを大切にし、まちの未来を考え、事業を推進します～５

①災害用備蓄倉庫、会議室の設置　②防火用水(防災井戸)の確保　③区民用多目的ホールの設置　④地域に相応しい外観　⑤祭り・ラジオ体操・災害時の集合場所としての敷地利用
計画地内の状況や周辺環境に適した騒音・振動及び粉塵対策などの工夫や苦情対応について

地域全体の安全・安心に配慮した工事計画　～定期的な周辺環境の調査
と対策確認を行い、工事完成まで地域環境を意識しながら対応します～６

地域にふさわしい外観パースとコンセプト

地域と馴染み、景観に溶け込む外観計画
～南青山二丁目の景観を追求し、地域に相応しいデザインを提案します～７

「南青山二丁目らしさ」の継承と地域に寄り添う施設
 ～地域の特徴を取入れ、安らぎと豊かなみどりを感じる街並みをつくります～

地域からの要望の進め方：分かりやすい丁寧な説明と対話を重視

【様式22号】

▲【図５－１】地域要望の進め方イメージ
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▲【図５－４】外構計画イメージ

港区と共有・調整、課題を検討・解決し、より良い施設を実現

要望❷自然エネルギーの活用
      災害に強い施設

防災井戸の最適な活用方法

雨水を利用した災害用マンホールトイレ

要望❸ 区民協働スペース

永く利用し続けられる施設

要望❹ 地域に相応しいデザイン

地域と調和するデザイン

この場所に必要なデザイン

要望❺ 地域に根付く施設づくり
機能性・実用性・多様性のある施設

要望❶ 地域用備蓄倉庫と会議室

地域のニーズにあった施設づくり
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▲【図６－１】工事中の様々な環境対策のイメージ

｢騒音・振動・粉塵対策の徹底｣と「排気ガス・ＣＯ２削減｣

高層ビルに考慮した風対策

様々な対策を講じて地域の良好な環境を維持

騒音規制値の目標管理値については、
法規制より５ｄＢ低い値に設定

騒音低減効果の高い
重機の利用

重機移動時における
騒音振動の低減

騒音振動抑制及び地域大気
汚染対策、ＣＯ２削減

型枠を解体する時の
脱落音を防止

集塵機の使用
による粉塵対策

近隣対策窓口の明確化、迅速な苦情対応

対策検討会での立案・実施・確認・検証、ＰＤＣＡサイクルの確立

道路の美化活動と常日頃から
徹底した地域への気配り

作
業
員

監
督
・
指
導

・周辺へ目線を向けない
・私有地立上り厳禁
・屋内での着替え・食事の徹底
・ごみやたばこのポイ捨て厳禁
・路上喫煙禁止
・路上での座り込み禁止
・服装の身だしなみ、マスクの徹底

•現場パトロールで
の確認
•騒音・振動監視シス
テムによる確認
•粉塵計による粉塵
レベル確認

•実際の現場施工に
おける騒音・振動・
粉塵・排気ガス対
策の実施

•対策検討会での計
画検討の立案
•具体的な騒音・振
動・粉塵対策を全
作業員に伝達

•現場での問題発生
時対応
•対策検討会で実施
検証(騒音・振動・
粉塵対策の作業改
善・見直し)

フラットデッキ

樹脂製敷板

【樹脂製敷板】 【ハイブリッド式重機】

▲【図６－２】風速計と風速表示のイメージ ▲【図６－３】毎日各業種の作業員へ指導を行う

外観デザインコンセプト

スカイラインと空地を意識したボリューム計画１

地域に馴染む立面計画２

青山二丁目の街並みに調和する施設計画３

全ての人にとって安全・安心で快適な空間計画４

近隣住民の暮らしを守る環境計画５

新たな街路を豊かにする植栽計画６

にぎわいを呼び込む外構計画７

地域を支えるフレキシブルなひろば計画８

スカイラインと
南側の住宅街を
意識した計画

青
山
通
り

北
側
高
層
ビ
ル計画

建物

青山地区に見られる主な色彩

〈スカイラインより建物ボリュームを検討〉 〈にぎわいを呼び込む建物形状〉 〈敷地周辺の建物の外装〉

〈地域に馴染む色彩計画〉

工事中

青山通りのにぎわい
と連続するみどり

北側
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9

8

7

6

5

4

3

2

1

〈ＳＤＧｓへの対応〉

中低層建物 計画地

〈生活環境への配慮〉

〈みどり豊かな青山地区〉

防音目隠しフェンス

視線に配慮
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「南青山二丁目らしさ」の継承と地域に寄り添う施設
 ～地域の特徴を取入れ、安らぎと豊かなみどりを感じる街並みをつくります～ ～地域の特徴を取入れ、安らぎと豊かなみどりを感じる街並みをつくります～

地域住民

設計チーム
施工チーム

警察・消防・保健所等

港区

項目 項目 項目

地域用の備蓄倉庫や会議室は、
　災害時の地域の集合場所という、
敷地の従来の機能を継続するた
めに町会との連携や運用に考慮
した設えとします。

敷地の有効活用
　段差が少なく使いやすい広場
　分かりやすいアプローチ動線
　屋根のある「おもいやり駐車場」
地域イベント開催を想定

　必要な機能を十分確保 苦情対応：適切な情報発信と迅速な対応に配慮した近隣対策

　周辺調査や意見交換会を通して、
答えを導き出し、具現化します。

創造を育む多様性のある施設

周辺道路の一斉清掃
　作業員への監督・指導の徹底

　地域の風環境を計測し予測
　外部足場の壁つなぎの増設
　仮囲いの支え間隔を密に補強
　日々の見回り・点検

与条件 確認

提案 提案

確認 確認 確認

提案 提案

表示パネル

【超低騒音重機】

【型枠の撤去が不要な工法】 【集塵袋付集塵機】【騒音振動計の設置と表示パネル】

騒音振動計
表示パネル

計画建物

騒音振動計：３か所設置
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選任の近隣対策窓口
・定期的なパトロール
・地域とのコミュニケーション
・苦情の際の迅速な報告・対処
・近隣の方との協議

N

東広場
おもて
ひろば

防災ひろば

地域
会議室

区民協働
スペース

東広場東広場
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〈ＵＤピクト〉〈外構ＵＤ手摺〉

〈緩やかにつながる「ひろば」と建物機能〉

一体利用

地域対応、工事中の環境配慮、外観デザイン ダイジェスト版（2/2）

地域の想いを大切に
地域の一員となって
事業を推進

南青山二丁目の
未来をつくります




